
第２回 月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会 

 

日 時  令和５年(2023 年)６月 15 日(木)16 時～ 

場 所  月寒公民館 １階大研修室        

 

次   第 
 

 

１ 開会  

 

２ 事務局挨拶  

 

３ 新委員紹介 

 

４ 報告 

(1) 第１回検討委員会の振り返り・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

(2) 地域や保護者から寄せられた意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

  

５ 協議事項  

(1) 小規模化する学校で生じる課題等について・・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

(2) あやめ野小校区内の児童分布状況と通学距離について・・・・・・・・・・・資料４ 

(3) あやめ野中校区内の児童等分布状況と通学距離について・・・・・・・・・・資料５ 

 

６ 次回の学校配置検討委員会の開催日程について 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

配付資料 

▶次第    

▶座席表    

▶委員名簿 

▶資料１：月寒・東月寒地区学校配置検討委員会ニュース 第１号 

▶資料２：地域や保護者から寄せられた意見 

▶資料３：小規模化する学校で生じる課題等について 

▶資料４：あやめ野小校区内の児童分布状況と通学距離について 

▶資料５：あやめ野中校区内の児童分布状況と通学距離について 
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              発行元：月寒・東月寒地区学校配置検討委員会事務局 

                   (札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課学校配置マネジメント担当) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あやめ野小学校は、増加する月寒東小学校と羊丘小学校の児童数に対応するため
に、両校の通学区域を再編し、1985 年（昭和 60 年）に開校した学校です。 
あやめ野小学校は、開校した 1985 年（昭和 60 年）の児童数 664 人（18 学級）

から、少子化の影響により児童数が減少傾向にあり、「学校の小規模化」が進んで
います。 
こうした状況を踏まえ、月寒・東月寒地区に「学校配置検討委員会」を設置し、

現在、そして未来を担う子どもたちにより良い教育環境を提供するための検討を
行うことにしました。 
検討委員会の開催状況については、「学校配置検討委員会ニュース」により皆様

にお知らせしますので、ぜひ多くのご意見をお寄せください。 
 

 

          
学校名 あやめ野小学校 月寒小学校 月寒東小学校 

所在地 豊平区月寒東１条 11丁目 豊平区月寒西２条５丁目 豊平区月寒東３条 10丁目 

児童数/学級数 162人/６学級 528人/17学級 567人/18学級 

特別支援学級 自閉・情緒５人/１学級 
自閉・情緒 12人/２学級 自閉・情緒９人/２学級 

知的 10人/２学級 知的６人/１学級 

開校年次 1985年(昭和 60年) 1882年(明治 15年) 1966年(昭和 41年) 

教職員数 14人 32人 31人 

校舎建築年・築年数 
1984年(昭和 59年) 

築 38年 

1973年(昭和 48年) 

築 49年 

2017年(平成 29年) 

築５年 

校地面積 18,764㎡ 19,259㎡ 14,066㎡ 

※特別支援学級の「自閉・情緒」は「自閉症・情緒障がい」、「知的」は「知的障がい」の略  

月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会ニュース 

第１号 

発行 

2023 年４月 27 日 

１.｢学校配置検討委員会｣設立の背景と目的 

２.あやめ野小学校・月寒小学校・月寒東小学校の概要 

札幌市では、少子化の影響により、児童生徒数の減少とともに１校あたりの学

級数が減少する「学校の小規模化」が進んでいます。 

｢学校配置検討委員会｣とは、地域・保護者・学校関係者の代表者で構成され、

学校の小規模化により生じる課題を整理し、課題解決のための方策について、行

政と連携を図りながら検討していく場です。 

(2022年５月１日現在) 

資料１ 
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札幌市教育委員会では、学校が小規模化することで生じる課題に対応するために、

保護者、有識者、公募委員などで構成される「札幌市立小中学校適正配置検討懇談

会」の答申に基づき、2007 年 12 月に「札幌市立小中学校の学校規模の適正化に関

する基本方針」を策定し、対象となる地区や学校を予め選定の上、学校規模適正化

の取組を進めてきました。 

 その後、札幌市の児童生徒数はさらに減少し、今後も増加が見込まれる小規模校

に適応できるよう「札幌市立小中学校適正配置審議会」からの答申を踏まえて、

2018 年４月に基本方針を見直しました。新たな基本方針では、全ての小規模校を

対象に学校規模適正化の取組を進めるとともに、札幌市の考え方である「公共施設

の長寿命化、複合化による地域コミュニティの再構築」も踏まえ、施設面からも学

校規模適正化による教育効果の発揮を図ることとしました。 

(1)小規模校のメリットと課題                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)適正な学校規模                             

 

18～24 学級(１学年３～４学級) 

※少なくとも 12学級以上(１学年２学級以上) 

 

12～18 学級(１学年４～６学級) 

※少なくとも６学級以上(１学年２学級以上) 

 

小規模校のメリット 

 ▶一人ひとりの学習状況や学習内容の定着状況を把握しやすい。 

 ▶意見や感想を発表できる機会が多くなる。 

 ▶異年齢の学習活動を組みやすく、校外学習などを機動的に行いやすい。 

 ▶グラウンドや体育館、特別教室などが余裕をもって使える。         など 

 

 

 

小  学  校 

7 8

取組対象 適正規模

小規模校

　・6学級未満

適正規模校

　・12～18学級(４～６学級/学年)

　・少なくとも6学級以上(2学級/学年 以上)

5 61学年の学級数 1 2 3 4

中学校

15 18 21 2412学級数 0 3 6 9

適正規模校

　・18～24学級(3～4学級/学年)

　・少なくとも12学級以上(2学級/学年 以上)

小規模校

　・12学級未満

2 3 4

取組対象 適正規模小学校

1学年の学級数 1

学級数 18 21 240 3 6 9 12 15

小規模校の課題 

 ▶クラス替えが困難となり、人間関係が固定化し集団活動の機会が限られる。 

 ▶運動会や学習発表会などの学校行事において、種目や演目が限られる。 

 ▶様々な価値観への出会い、社会性や協調性、コミュニケーション能力を伸ばす機会が

限られる。 

 ▶学校行事において、児童生徒の安全、安心の確保や円滑な運営に必要な体制を整備し

にくい。                                など 

 

 

 

中  学  校 

３.｢学校規模適正化｣について 

小学校は 12 学級未満、中学校は６学級未満の学校のことを「小規模校」としています。 
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 札幌市と教育委員会は、「学校配置検討委員会」(以下、「検討委員会」)で協議を

進めるためのたたき台となる「取組案」を作成し、第１回検討委員会で提示しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４.月寒・東月寒地区における取組案 

「取組案」は１つの案であり決定事項ではありません 

 

あやめ野小学校・月寒小学校・月寒東小学校を中心とした取組案

の図 

あやめ野小学校 

月寒東小学校 

月寒小学校 

月寒小学校 

▶老朽化している校舎を改築 

▶改築に合わせて児童会館を複合化 

(月寒小学校の校舎に併設) 

月寒児童会館 

▶小学校の統合に伴い閉館 

点線 

▶あやめ野小・月寒小・月寒東小の校区境界 

  

あやめ野小学校 

▶通学区域を再編し、月寒小学校・

月寒東小学校に編入 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

あやめ野小 162 6 163 7 163 6 167 6 178 6 185 6 198 7

月寒小 528 17 509 17 491 17 445 16 429 16 399 15 394 15

月寒東小 567 18 550 18 527 18 527 19 521 19 481 17 461 17

2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7)

(単位・・・児童数：人　/　学級数：学級)

2026(R8) 2027(R9) 2028(R10)

参考：児童数学級数の推計(2022年５月１日現在) 
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(1)小学校の統合                              

▶小規模化により生じる課題を解消するために、あやめ野小学校の通学区域を再

編し、月寒小学校・月寒東小学校に編入します。 

 

(2)学校施設の整備                              

▶あやめ野小学校の通学区域の再編に合わせて、月寒小学校の校舎を改築します。 

 

(3)公共施設の複合化                             

▶月寒小学校の改築に合わせて、小学校に「児童会館」を併設(複合化)します。 
 
 
 
 

 

(4)あやめ野小学校跡地の活用                              

▶公共利用の有無を札幌市で検討します。 

▶公共利用が見込める場合は、市有施設として再活用します。 

▶公共利用が見込めない場合は、地域ニーズを踏まえた条件付きで民間事業者へ

の売却を検討します。 

 

(5)月寒児童会館跡地の活用                         

▶公共利用の有無を札幌市で検討します。 

▶公共利用が見込める場合は、市有施設として再活用します。 

 ▶公共利用が見込めない場合は、売却を検討します。 

 

 
  

 

 

 

  

児童会館 300 ㎡ + 多目的ホール 150 ㎡（多目的ホールは一般利用可） 
※複合化に伴い月寒児童会館は閉館 
 

コミュニティ機能としての活用を希望する場合は、地域による自主運営を条

件に、建物を市民集会施設として利用することも可能です。この場合、建物

は不動産鑑定評価額で譲渡し、土地は有償貸付となります。  
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 １回目の検討委員会では、代表委員の選出や検討委員会の運営方法の決定、事務

局からの「取組案」説明、｢取組案｣に関する意見交換、委員と市・教育委員会職員

で質疑応答を行いました。 

(1)開催概要                                  

▶会 議 名    第１回 月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会  

▶開催日時   2023 年(令和５年)２月 27 日月曜日 16 時 00 分～17 時 30 分 

▶開催場所   月寒公民館（豊平区月寒中央通７丁目８番 19 号） 

▶構成委員   １.月寒地区町内会連合会、東月寒地区町内会連合会、あやめ野小学校

ＰＴＡ、月寒小学校ＰＴＡ、月寒東小学校ＰＴＡから推薦された者 

２.あやめ野小学校、月寒小学校、月寒東小学校の校長    

※委員名簿・・・８ページ参照 

【札幌市・教育委員会からの参加】 

危機管理局、まちづくり政策局、財政局、市民文化局、子ども未来局、教育委員会の関係課職員 

        

(2)検討委員会の運営方法の決定                       

▶代表委員には、月寒地区町内会連合会会長の山田重孝氏を選出しました。 

▶検討委員会の「公開・非公開」について協議し、自由で活発な議論を行うため

に「非公開」としました。 

▶検討委員会の開催状況については、「検討委員会ニュース」を作成し、学校から

保護者世帯への配付、あやめ野小学校、月寒小学校、月寒東小学校の校区内全

世帯にポスティング、教育委員会ホームページに掲載することで、地域の皆様

に周知することとしました。 

▶保護者や地域の皆様からのご意見やご要望については、｢検討委員会ニュース｣

により募集し、お寄せいただいたご意見等については、事務局(教育委員会)で

受け付けて、次回検討委員会で報告することとしました。 

 

(3)「取組案」に対する意見・質疑応答の概要                  

 ▶委員からの意見や質問、札幌市・教育委員会職員からの回答などについて、以

下、概要を掲載しています。 

※類似の発言内容をまとめるなど文言を整理して掲載しています。 

※「●」・・・委員からの意見、質問等 

※「⇒」・・・代表委員、札幌市・教育委員会職員からの説明、回答 

５.第１回検討委員会について 
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＜学校規模適正化の取組について＞ 

●あやめ野小学校の通学区域の再編や、月寒小学校の校舎を改築することになっ

た場合、何年後を見込んでいるか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●札幌ドームを本拠地としていた北海道日本ハムファイターズが、本拠地を移転
した影響で、ドーム周辺の地価が下落し、月寒地区に移り住んでくる人が増え
るかもしれない。 

 

●月寒小学校の改築や児童会館の複合化については、いったん議論から切り離し、

まずは子どもたちのために、あやめ野小学校をどうするのかということを考え

ていく必要がある。 

 

●あやめ野小学校ＰＴＡ役員を務めたことがあるので、あやめ野小学校には愛着

がある。令和４年から令和 10年にかけて児童数が増えていることを考えると、

廃校にしてしまうのはもったいないが、クラス替えができない状態が続いてい

るので、きれいな校舎で、クラス替えを通じて様々な人間関係を築けることは

良いことだと思う。 

 

●あやめ野小学校の校区内における児童の分布状況が分かれば、校区の割り方も

見えてくるのではないか。 
 
 
 
 
 

 

●校区の再編は、あやめ野小学校とみのり保育所の間を通っている二条線で区切

るとすっきりする。 

 

●あやめ野小学校校区の西端（つきさっぷ中央公園付近）からあやめ野中学校ま

での通学距離が長いので、この近辺は月寒小学校の校区に再編し、中学校も月

⇒(教育委員会学校配置マネジメント担当課) 

・検討委員会における検討期間は、小規模化の課題解消に関することなどの

検討結果をまとめた意見書を札幌市、教育委員会に提出するまでとしてい

ます。 

・意見書の提出後、必要に応じて学校施設を整備し、整備が完了してから通

学区域再編後の学校に通っていただくことになりますが、具体的な検討期

間は定めておりません。 

⇒(教育委員会学校配置マネジメント担当課) 

・あやめ野小学校の校区内の児童数分布については、次回、検討委員会でお

示しすることはできます。ただし、指定校以外に通っている児童もいるた

め、正確な数字にならないことを予めご承知おきください。 
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寒中学校に進学できるような校区にした方が通学しやすいのではないか。 

 

●一定期間、通いたい学校を選択できるようにできれば、進学状況により、どこ

で校区を割るかが見えてくるのではないか。 

 

●保護者としては、特に低学年の通学距離が気になる。 

 

●あやめ野小学校区から月寒東小学校に通うことになる場合、月寒東小学校周辺

の渋滞している交差点を渡る必要がある。安全対策について話し合い、地域で

準備を進めていかなければならない。 

 

●児童数に合わせて教員数が配置されているので、小規模校では、教員の数も少

なくなる。小規模校では、クラス内で問題が起きなければ、教員の目がよく行

き届くといったメリットがあるが、人間関係がうまくいかないなどの問題が起

きてしまうと、卒業まで問題の解消ができない可能性もある。そのようなトラ

ブルがあった時のために、クラス替えができる点や対応できる教員が複数いる

という点において、ある程度の学校規模があった方が良い。 

 

●あやめ野小学校がなくなってしまうことは寂しいが、保護者としては、統合す

ることが決まってしまうと「しょうがない」という気持ちになるので、子ども

たちのために、統合に向けてスムーズに進めるためにはどうしたらよいのかを

考えていくことが大事だと思う。 

 

●これから小学校に入学する子どもがいる保護者や、教員の考えを踏まえずに、

あやめ野小学校の将来を委員の中で決めるのは責任が重すぎる。 

 

 

 

 
 

(4)次回の検討委員会について                        

 ▶会 議 名    第２回 月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会  

▶開催日時   2023 年(令和５年)６月 15 日木曜日 16 時 00 分～17 時 30 分 

▶開催場所   月寒公民館（豊平区月寒中央通７丁目８番 19 号） 
     

 

 

  

次回(第２回)検討委員会の議題（予定） 

・第１回検討委員会の振り返り 

・地域や保護者の皆様から寄せられたご意見等の紹介 

・小規模化する小学校で生じる課題の整理と解決するための方法 

・あやめ野小学校の校区内における児童数の分布 
 

⇒(教育委員会学校配置マネジメント担当課) 

・学校配置検討委員会の中で決定するのではなく、最終的に提出していただ

く意見書の内容を尊重した上で、市、教育委員会が最終決定します。 
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月寒・東月寒地区 学校配置検討委員会事務局 

▶札幌市教育委員会生涯学習部学校施設課（学校配置マネジメント担当） 

▶電話：011-211-3836 FAX：011-211-3837 

▶Mail：gakkokibo@city.sapporo.jp 

 

 

 

 

 

※事務局の｢学校規模適正化担当｣は、2023 年(令和５年)４月より部署名を｢学校配置マネジメント担当｣

に変更しました。 

ご意見、ご質問は、下記事務局までお寄せください。 

検討委員会の開催概要は札幌市教育委員会のホームページにも掲載しています。  

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/tsukisamu-higashitsukisamu.html 

さっぽろ市 

02-S01-23-587 

R5-2-435 

mailto:gakkokibo@city.sapporo.jp
https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/tsukisamu-higashitsukisamu.html


資料２ 地域や保護者等から寄せられた意見 

 

日時・方法等 内容 分類 

05.03.1３ 

電話 

 

・周辺では新しいマンションの建設予定もあり、今後児童数は増えてい

く可能性があるので、統合ではなく通学区域の再編のほうが課題の解

決に繋がるのではないか。 

・月寒東小は現状でも校舎やグラウンドの余裕が少ない。あやめ野小の

ほうがその点余裕がある。 

・マンション建設の状況など、もう少し様子を見てから判断すべき。 

・（仮に統合するのであれば）、あやめ野小の保護者たちは通学距離や中

学校への進学を考えても月寒東小との統合が良いと思っている。 

・小学校の統合の際には、中学校の通学区域も考慮して考えてほしい。 

学校配置につ

いて 

05.0５.0１ 

メール 

・あやめ野小学校が開校された経緯を考えると羊丘小学校の名前が出て

こない事に疑問。 

・統合ではなく、あやめ野小学校の校区を広げることで、今後就学する

児童の為に通いやすい、現実的な通学区域を是非検討してほしい。 

学校配置につ

いて 

05.05.02 

メール 

・未就学児の保護者だが、以前からあやめ野小学校は児童数が少ないた

め、6年間クラス替えがなく卒業後もスライドして中学校入学という

環境について非常に不安だった。 

・取組案にある通り再編されれば、児童の出会いが増えたり学校活動が

多様化できたりメリットが多いと感じた。 

学校配置につ

いて 

05.05.0６ 

メール 

・現在の児童数を考えれば、学級編成の他にチーム競技などでも制約が

ある。チームワークの大切さや重要性を認識させることも重要。 

・北野通と白石藻岩線の交差点は交通量も多くかつ、斜め交差点となっ

ていること、また、平岸方向から北野通に右折する車の車速が相対的

に早く危険。月寒東小学校に直接接続する歩道橋（または地下道）の

設置も検討してほしい。 

・あやめの小学校は校名のとおり元々「菖蒲園」であったところ。月寒

地区はフラワーガーデンの類がないので、是非、「菖蒲園」「バラ園」

など憩いの場があればと思う。マンション建設は避けてほしい。 

校区・交通安

全・跡地活用

について 

05.05.0９ 

メール① 

・あやめ野小学校を卒業したが、自分がいた当時から各学年２学級とな

っていて、児童数が少ないことは認識していた。しかし、それ故にお

互いの顔が見えやすく、密度の濃い環境で過ごすことができ、恵まれ

た学習環境であった。 

・小規模化のデメリットも認識しつつも、それを理由に統廃合の対象と

することには賛成しかねる。 

・統合ありきではなく、通学区域の見直しによって、周辺校と児童数を

均衡させるべきではないか。 

・また、統合が必要だとしても、現在検討中の３校だけではなく、南月

寒小学校や羊丘小学校をも巻き込んだものにするべきではないか。 

校区・通学安

全について 

05.05.09 

メール② 

 

・学校規模を適正化させることが、本当に「子どもにより良い教育環境

を提供する」ことなのか？小規模校のままで、より良い教育環境にす

る努力こそが、いま必要なことではないか 

・通学区域を再度見直し、あやめ野小学校、月寒小学校、東月寒小学校

の各学校について、児童の家から一番近くの学校へ通う児童数を調整

して、3校で平均化するべきではないか 

・小規模校のメリットと課題とされている中で、課題と言われている部

分は、昔のマンモス校だったころの苦肉の策を、正当化したものでは

ないか。過疎地の子も、少人数だったことが、後の人間関係や学習成

学校配置につ

いて 



果において、悪い影響を及ぼしていることは聞いたことはない。 

・学校行事や様々な価値観への出会いなどの課題とされている点につい

ては、月寒小、月寒東小、あやめ野小の３校で、週に数回の頻度で学

校を変えて交流勉強をするなどの方法でカバーできる。 

・ひとつの学校に子どもを詰め込んで大人数で学習するよりは、地域の

小規模学校同士 3校が頻繁に交流をもつ方が、「未来を担う子どもた

ちにより良い教育環境を提供する」という基本に近いのではないか。 

・他校の子どもと学習することが刺激になり、自然に切磋琢磨して、学

習意欲が高まり、学力もあがっていくと思う。 

・多様な価値観、社会性や協調性、コミュニケーション能力も育つ。 

・大人は大変かもしれないが、こどものために大人同士が協力すること

が必要 

 

※ ホームページ掲載に当たり、個人情報保護の観点から検討委員会当日資料の一部を修正してお

ります。 



  令和５年６月１５日 

 

 

 

 

 

 

 

小規模化する学校で生じる課題等について 資料３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あやめ野小校区内の児童分布状況と通学距離について 
令和５年６月１５日 

月寒・東月寒地区 第２回学校配置検討委員会 

 

資料 4   

① 

② 

④ 

⑤ 

あやめ野小 

月寒東小 

月寒小 

１ あやめ野小学校校区における児童分布について 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 合計 

H29 10 22 35 12 16 31 26 152 

H30 11 24 37 8 16 28 28 152 

H31 16 24 39 13 15 32 27 166 

R2 15 23 37 16 19 34 26 170 

R3 13 22 40 13 18 31 25 162 

R4 15 25 41 10 20 27 19 157 

※R4年度実績 ※校区外から通学している児童を除く ※単位：人 

２ 各小学校の児童数について 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 小計 特支 合計 

あやめ野小 33 28 19 28 24 30 162 5 167 

月寒東小 95 108 90 74 107 93 567 15 582 

月寒小 65 89 87 97 89 101 528 22 550 

※R4年度実績 ※校区外から通学している児童を含む。 ※単位：人 

３ 主要地点から月寒小・月寒東小までの距離について 

Ａ 

③ 

◆①～⑦のブロックの中心部（☆）から月寒小・月寒東小までの距離 

 ※時間は分速 50ｍで計算 

 月寒小学校 月寒東小学校 

①のブロック 

（星Ａ） 
約 670ｍ（約 13 分） 約 990ｍ（約 20分） 

②のブロック 

（星Ｂ） 
約 1,076ｍ（約 22分） 約 660ｍ（約 13 分） 

③のブロック 

（星Ｃ） 
約 1,500ｍ（約 30分） 約 550ｍ（約 11 分） 

④のブロック 

（星Ｄ） 
約 1,760ｍ（約 35分） 約 1,340ｍ（約 27 分） 

⑤のブロック 

（星Ｅ） 
約 1,230ｍ（約 25分） 約 700ｍ（約 14 分） 

⑥のブロック 

（星Ｆ） 
約 1,560ｍ（約 31分） 約 300ｍ（約 6 分） 

⑦のブロック 

（星Ｇ） 
約 1,940ｍ（約 39分） 約 525ｍ（約 11 分） 

 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｄ 

Ｇ 

⑦ 

 
Ｆ ⑥ 



   

 

 

 

 

 

 

  

 

あやめ野中校区内の児童等分布状況と通学距離について 
令和５年６月１５日 

月寒・東月寒地区 第２回学校配置検討委員会 

 

資料５   

月寒中 

月寒小 

あやめ野小 

① 

③ 

② 

月寒東小 
あやめ野中 

ウ 

エ 

ア 

イ 

オ 

１ あやめ野中学校校区児童生徒分布図 

 未就学 小学校 中学校 合計 

① 242 193 107 542 

② 121 174 94 389 

③ 225 216 78 519 

※住民票の数字を基にしているため、資料３

の数字と一致しません。 

※単位：人 

２ あやめ野中学校校区からの距離 

⑴ ア→あやめ野中 

  約 2.2km（約 44分） 

⑵ イ→あやめ野中 

  約 1.5km（約 30分） 

⑶ ウ→あやめ野小 

  約 1.5km(約 30 分) 

⑷ エ→あやめ野小 

  約２km（約 40分） 

 

オ→月寒中 

約３km（約 60 分） 

【参考】月寒中学校校区内における最長距離 


